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ＱＲＺ．ＣＯＭ
へ接続

メイン画面を最も
下位の位置で表示

2021/05/27

ＤＸニュース
へ接続

ＰＳＫＲ以外のコールサイン検索場所へ接続する場合はワーク欄にコールサインを入力しておく必要があります。

ＩＫ３ＱＲ
へ接続

クラブログ
へ接続

ＨＡＭＱＴＨ
へ接続

ＰＳＫＲの設定方法に
ついては次ページ以下
に当方の設定を参考で
簡単に記載しておきま
す。

ＰＳＫＲでは、ＦＴ８でＣＱ等を出した場合にどこまで飛んでいるか
などを把握できます。

ＤＸＭＡＰ
へ接続
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自局のレポートを［ＰＳＫレポート］へレポートするための設定です。
設定場所：
ＢＧＡＬＯＧ ： 設定不要（接続時にＰＳＫＲボタンをクリックするのみです。）
ＪＴＤＸ等 ： 次の「ＰＳＫレポーターへの情報送信を有効化」にチェックを入れる。
ＰＳＫＲ ： 次ページ以下を参考にしてください。

双方がチェックを入れている場合：相互に相手の受信状況が確認できます。
（地図の選択、表示時間、ゲイン、距離、ラインで結ばれたりします。）

自局が入れており相手が入れていない場合：交信しても相手の情報が地図上に表示されません。
自局が入れていない場合：入れている局の位置等の情報は把握できますが、情報量は少なくなります。

表示は下図の各項目の設定とディスプレーオプションにより表示内容が異なります。

ディスプレーオプション

バンド選択 シグナル投票時選択 送／受選択 表示局選択（局選択時のコールサイン） モード選択 過去の表紙データタイム リフレッシュボタン 図形のマーク説明表示
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バンド別のオーブン状態が把握できます。

各オプションを設定し、 をクリックすればその後はその内容が初期表示となります。
データは前ページのＰＳＫレポーターへの情報送信を有効化にチェックを入れている方のレポートをマージして表示されています。
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自局中心の画像としたい場合

ＬＯＴＷ、ēＱＳＬ使用状況を表示したい場合

距離をＫｍで表示したい場合

絶えず接続線を表示したい場合

ＳＮレポート表示

日本語に
した場合

少し変で
すが？
参考で

地図のタイプを設定

接続時間を表示設定

シグナルレポートを表示したい場合

主要変更設定項目
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バンド、コールサインを
自局に絞り込んだ例

オールバンド全局表示の例

マーク色等の記号（次ページ参照）
Ｌ＝ｌｏｔｗ、ｅ＝ＥＱＳＬ
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21MhzでV51MAを呼んだ時の当方のコールがＰＳ
ＫＲでのレポートで確認できた局です。
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５月２８日ＪＡの朝９時過ぎの２
１Ｍｈｚでの１５分間の世界の
オープン状況

このように絞り込んでいくと状況がよくわかりま
す。

テルネットのバンド別でもわかりますが、
視覚的にとこの国間でパスがあるかを確認
することもできます。

赤枠の部分の周波数、モード、時局のコー
ルサイン、表示する過去の時間、などを変
更してみて楽しんでください。

５０Ｍｈｚなどのバンドを確認するのもよ
いでしょう。

残念ながらチェック時
点ではローカル間のみ
でオープンしていませ
んでした。

ここに自局等のコールサインを入れると飛んでるチェックができます。
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５月２７日０７ＧＭＴ（JA＝１６

時）１０ＭｈｚでにＱＳＯした時
の飛んでる状況

この表をチェックした時の設定状況を
参考でお知らせしておきます。

１７時間前にビーム角度は約３０度
でＣＱを出し「Ｗ、ＪＡ」の計６局
と交信した時の飛んでるレポート
いろいろな地域へ飛んでいますが、残念なが
らこの時「Ｗ、ＪＡ」のみのＱＳＯで終わり
ました。

この様に飛んでるチェックで少しは、安心ができます。ただし、ここに見える局している
局のみであることに注意してください。チェックをしていればその局との交信の有無にかかわらずデコードデータは自動ですべてレポートされています。
半面、双方がチェックを入れていない局はＱＳＯを行っていてもここに表示されません。（このことから覗いてるチェックもできます。次ページ）
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次はこの１５分間にローカルがどの周波数を聞いているかを調べたものです。
マークの色で周波数確認が取れ、そのマークをクリックで局名もわかります。

局名もこのように誰がどの周波数で聞いているかが分かります。

拡
大
ボ
タ
ン
で
大
き
く
し
ま
す
。
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送信時の相手から見た自局の情報
白抜き文字：１０分以内の直近データ
例：２分前－１２dB（自局ゲイン）

黒文字：１０分以上の古いデータ
例：１４分前－８dB（自局のゲイン）

ビーム
中心範囲

当方のシグナルが
見えていなて局

自局が見えていない局
レポート無し

ラインが結ばれていません


